
 

＝砂防設備＝ 

荒廃山地からの流出土砂により、下流での河床の上昇による洪水氾濫や土石流による災害を防止するた

めに設置する砂防堰堤等の施設を砂防設備と言います。 

山腹からの土砂流出を抑制するための山腹工、土砂の流出を調節し土石流等を捕捉する砂防堰堤、河床

の侵食を防止し安定させるための床固工などがあります。近年では、平常時において、下流へ適切に土

砂を供給する透過型砂防堰堤の整備も進んでいます。 

＜参考＞土石流危険渓流数 183,863渓流（平成15年：国土交通省砂防部調べ） 
☞今回は砂防堰堤に的を絞ります 
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の機能（国土交通省河川部ＨＰより資料引用） 

①土砂を受け止める：砂防堰堤は、上流から流れ下ってくる土砂をうけ止

める働きをします。これにより川の勾配がゆるくなります。 

②土砂を調節する：砂防堰堤がないと、土砂をうけ止めることが出来ない

ため、川の勾配は急なままになります。このため、急流が激しく川底や

川岸を削り、川岸が崩れてきます。 

 

最近では「スリット型砂防堰堤」と呼ばれる透過型の砂防堰堤が採用される

例が出てきています。透過型砂防堰堤は、平時は堰堤で土砂は貯まりません。

一気に土砂が流れる洪水時の際は、ダムで土砂を堆積させ、洪水が過ぎると

隙間から徐々に土砂を下流に流出します。自然環境に対する効果については、

自然の中に災害防止などの目的から必然的に工作物を設置せざるを得ないと

しても、透過型であれば、より自然に近い環境状態を維持出来るとした考え

方です。但し右写真の通り、人工的な景観で周辺環境との調和にはもう少し

工夫が必要ではないかと思われます。 

 

 

雑学 22：土石流 

豪雨などによって土砂と水が一体の流れとなって一気に流れ下るもので、そのエネルギ

ーは非常に大きく、とても危険です。 

右の新聞は、1997年 7月 10日午前 0時 50分頃、鹿児島県出水市境町針原地区で土石

流災害が発生した例です。同地区は矢筈岳の麓にあり、八代海に面しています。まず針

原川の上流で大規模な山崩れが発生、その崩土が農業用溜め池になだれ込み、水を得て

土石流と化したのだそうです(讀賣新聞夕刊)。土石流は、麓の針原集落を襲って住宅 16

棟・非住家 2棟をのみ込み、死者 21名・重軽傷者 14名の犠牲者を出しました。 
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図―１ 砂防堰堤概要 

写真―１ スリット型砂防堰堤例 

写真―２ 土石流事故報の新聞 



 
□ 東光の技術紹介（砂防堰堤の設計） 

砂防堰堤設計は… 

 

私たちが普通目にするダムは貯水ダムと呼ばれ、主目的は水を溜める為に作られています。高さ１５ｍ

以上のものをダムといい、それ以下のものを堰提といいます。利用目的は、発電、治水、利水など多目

的です。一方、砂防堰堤は土砂を貯めることが目的です。 
従来、砂防堰堤の調査・計画、設計には『建設省河川砂防技

術基準（案）同解説』がバイブル的に用いられ、現在では「国

土交通省河川砂防技術基準（案）」となっています。 
 
 
 
 

図―２ 砂防堰堤設計順序と堰堤各部の名称 

 
砂防堰堤の設計では各種構造物の設計業務と同様、設計着手前の調査・計画が重要です。現場の多くが

山間奥地であり、急傾斜地であることも稀ではありません。また、砂防ダムは完成後 1年を待たずに一

杯になってしまう場合もあります。一般に水系砂防計画上では不透過型砂防堰堤は溜まった土砂を取り

除く延命化工事は行わず、砂防堰堤数を増設する場合が多いようです。一方、土石流対策計画の不透過

型堰堤では、平常時堆積勾配までは土砂が堆積するのが前提条件のため、土砂管理の必要はありません

が、透過型の場合には除石による土砂管理が必要となるようです。 

弊社では、不透過型をメインに透過型にも数多くの設計経験があります。常に堤体（本体）構造物の設

計条件設定には十分注意すると共に、施工方法や仮設備計画にも配慮した設計を心がけています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-1 砂防堰堤業務実施例 
件　　　　　名 発　注　者 工　　期 内　　　容 備　　　　考

内河内砂防堰堤群設計業務 国交省関東地方整備局 2002.03～2003.10 測量、砂防堰堤（H>15m）４基 不透過型３基、透過型１基

砂川第三・第四・第五砂防堰堤補強設計業務 国交省関東地方整備局 2005.11～2006.03 測量、砂防堰堤補強設計３基 老朽化対策設計

（砂）小谷川砂防えん堤等詳細設計業務委託 兵庫県中播磨県民局 2006.08～2007.03
測量、道路設計、砂防堰堤3基
(既設嵩上げ不透過型１基、透過型２基）

危険渓流の調査設計
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